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登録リスト（該当：132件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 長野大学の広告看板2019/04/14]	長野大学の広告看板2019/04/14	2019/04/14の記録。
魚民などが入っているJR上田駅前近くのビルの上に大きな広告塔があります。この頃は「公立大学法人 長野大学」の広告が大々的に掲げられていました。「地域を考え？　未来を創造する！」というコピーが書かれています。長野大学が公立化したのは2017年4月のこと。この時は公立化から既に2年経過しています。折りしもこの日4/14は桜が満開でした。	2024-02-21
	2	[image: 上田城千本桜まつりポスター2019/04/07]	上田城千本桜まつりポスター2019/04/07	2019/04/07の記録。
JR上田駅前に毎春恒例のイベント「上田城千本桜まつり」(4/6→21)のポスターが貼られていました。その年どんなポスターだったかも今となっては簡単にふり返れません。この年のポスター、貴重な記録です。大型の広告幕も。この年は上越高田の「第94回観桜会」と観光広報もコラボしていたようです。上田市と上越市が姉妹都市とは。2024年の今になって気づきました。

毎年の千本桜まつり、今年も楽しみです。	2024-02-21
	3	[image: 上田市のハンドホール]	上田市のハンドホール	前回は上田市のマンホールでもツツジと六文銭が描かれたものを見つけました。
今回見つけたのは…上田市章のマークが入ったハンドホールです！

現在の上田市章は、全国からの応募によって決められたものです。現在の「上田市」は統合によって1つの市となっています。そのため、統合時に市章を募集したようです。
その結果、写真(少し見にくいのはすみません…)のようなマークになりました。
上田市章は四葉のクローバーと桜、六文銭が組み合わさったマークになっています。
デザインコンセプトは「背景の四つ葉のクローバーは、旧4市町村の調和した統合を、桜の花は元気で前向きに歩む上田市民の姿を、中央の花心はアレンジされた真田六文銭をイメージし、全体で新生上田市の自然と活気あふれる未来への発展を表現しています」とのこ	2024-02-16
	4	[image: 上田城]	上田城	真田幸村の父、真田昌幸によって築城されました。桜の時期の祭りや、秋のライトアップなど一年を通して様々なイベントも行われ、地元の人たちにも愛される観光名所となっています。歴史ある上田の遺産に、皆さんもぜひ足を運んでみてください。	2024-02-13
	5	[image: 上田市のマンホール]	上田市のマンホール	上田市の街中にある、マンホールです。
上田市のマンホールを最初に見た時、真田の家系を象徴する六文銭は分かりましたが、その周りにある花のようなものは何だろうと思いました。
調べてみたところ、周りにある花は、ツツジだそうです。
なぜ、ツツジかというと、ツツジは当時の市花だったからだそうです。現在は桜が上田市の市花になっています。
私は写真にあるようなマンホールしか見つけられていませんが、上田市ホームページを見てみると、少しずつデザインの違いがあるものが存在しているようです。
道のいたるところにあるマンホールですが、見つけようとすると案外、見つからないものでした。
上田市の中でも、様々な街の象徴を表したマンホールが存在している為、これからは上田市すべてのマンホールの写真を撮りたいです	2024-02-13
	6	[image: 【上田市の銭湯】銭湯の分布から見る地域の考察]	【上田市の銭湯】銭湯の分布から見る地域の考察	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回はこれまでの調査のまとめとして、「銭湯の分布から見る地域の考察」を題として、上田市の銭湯の現状とともに記していきます。

◎上田市の銭湯の現状

下に上	2024-02-12
	7	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、上田市の銭湯を研究するための必読書、「史的ニ上田（15）上田の銭湯」という文献をご紹介します。
（画像は、文中にも登場する中央3丁目（松原町）の「竹の	2024-02-12
	8	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、そんな上田市の銭湯の分布を、2つの大正期の地図から探っていきましょう。
（画像は最盛期の銭湯をGISアプリで国土地理院の地理院地図にプロットしたもの）
	2024-02-12
	9	[image: 寺下]	寺下	寺下駅の名前の由来は、その名の通り「寺の下」にあるからである。所在地の字名「寺下」は当駅は開業（大正10年6月）後に称されるようになったものである。
駅名の由来となった背後のお寺は、「超誓寺」といい、永禄11年建立。阿弥陀如来を本尊としている。
隣の神畑駅とともに神畑地区に所在する。
春になると、駅の周辺は桜でいっぱいになる。寺下駅の桜は枝垂桜。夜はライトアップもされていて非常にきれいな夜桜を楽しむことができる。別所線に乗っている際に車窓から見える桜もとても美しい。ぜひ春には寺下駅へ行ってみてほしい。	2024-01-29
	10	[image: 上田城]	上田城	上田城跡公園は、上田駅から徒歩12分で行くことができる。

上田城は1583年に真田昌幸によって築かれた平城で、上田盆地の中央に位置している。
堀と土塁で囲まれ、出入口に石垣が使われている簡素な城であるが、第一次、第二次上田合戦で徳川の大軍を撃退し、天下にその名が知られる有名な城となった。

春は桜が咲いており、とても綺麗で上田城の見どころのひとつである。
四季によってさまざまな上田城の姿を見ることができる。

上田城　桜	2024-01-28
	11	[image: 上田城]	上田城	上田城を訪れた際に、桜を見ました。

桜にお城の風景が相まってとても美しかったです。

今まで、歴史文化スポットに興味がなかったのですが、これを機にお城や文化スポット巡りをしてみたいと思いました。

上田城は四季折々の催し物が開催されているので、大学在学中に見に行きたいです。	2024-01-25
	12	[image: 上田城千本桜まつり]	上田城千本桜まつり	毎年3月下旬から4月上旬にかけて上田城跡公園にて行われている千本桜まつり。
千本桜まつりでは、上田のご当地グルメや特産品が集結するため、上田のグルメを堪能することができます。
夜にはお堀を囲むように咲く桜が幻想的にライトアップされます。
日本夜景遺産にも認定された美しい風景をお楽しみください。
千本桜まつりは上田市を代表するイベントのひとつだと思うのでぜひ訪れてみてほしいです。	2024-01-25
	13	[image: 上田城]	上田城	真田真田昌幸によって築城された上田城は、徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城である。
上田城は自然が多い場所で、夏は避暑地となっていた。
また頂上から見る景色は、上田を見渡すことが出来絶景スポットとなっている。
春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、多くの人々が訪れ賑わいを見せる。
2009年に公開された映画「サマーウォーズ」では、ヒロインの実家、陣内家お屋敷の門として登場することで話題となった。多くのファンが訪れるスポットである。	2024-01-25
	14	[image: 上田市千本桜まつり]	上田市千本桜まつり	第20回（2023年）の桜まつりの画像です。
上田城は天正11年（1583）真田昌幸によって築城され、天正13年（1585）第一次上田合戦・慶長5年（1600）第二次上田合戦の二度にわたり徳川の大軍を退けたことで知られています。廃城後は公園となり、現在に至っています。春には約1000本の桜が咲き誇る桜の名所です。
城として使われなくなっても、現在まで、市民の憩いの場として残っていることがすごいと感じました。	2024-01-23
	15	[image: 上田城紅葉祭り]	上田城紅葉祭り	上田城を彩る美しい紅葉と屋台などのグルメを楽しんだ。
春の桜とは違う顔を見ることができる。
上田城に行き、季節を感じることが出来た。
夜にはライトアップもされ、観光地として、にぎわっていた。	2024-01-23
	16	[image: 上田城　二の丸橋　線路]	上田城　二の丸橋　線路	上田城にある二の丸橋の下はかつて線路が通っていたそうです。

電車が通っていれば、上田城の美しい自然の景色を見ることができるためとても楽しそうだと感じました。

ぜひ今でも電車が通っていて欲しかったなと思う限りです。

上田城は春には桜が綺麗なので電車の中から見てみたかったです。

二の丸橋は今でも趣がありました、	2024-01-22
	17	[image: 千本桜祭り]	千本桜祭り	上田城跡公園で行われる千本桜祭りに行った。
天正11年、真田昌幸により築城された上田城。春には1000本の桜が咲き誇る桜の名所だ。
桜が満開に咲き誇り、春と上田城を同時に楽しめる場所だ。桜の多さに圧巻される。屋台も多く並び、とても賑わっていた。四季のある日本を楽しめるイベントだ。	2024-01-09
	18	[image: 超誓寺]	超誓寺	　超誓寺は上田市神畑にある浄土宗系の寺院。京都府にある御末寺を総本山としている。御本尊は阿弥陀如来三尊像。
　この寺の由来は、大永年間（1520年代）に足利将軍に仕えていた浦和式部大輔が神畑の山中にあった庵に篭り出家し、超誓道俊と名乗ったことから始まる。深く村人に慕われていた道俊であったが、亡くなると庵、尊像共に参拝する人も減り次第に荒れ果ていった。これを悲しんだ村人は永禄11（1568）年の神畑のこの地に、超誓寺を建立した。ちなみに、この年は織田信長が足利義昭を擁して上洛した年でもある。
　境内には宗派を超えてお薬師様と親しまれた薬師如来像が安置されているお堂や武田信玄が川中島合戦に祈願したといわれているお堂もある。
　寺下駅からも近く参拝は比較的容易。4月頃の夜になると桜の木がライトア	2023-12-21
	19	[image: 上田市の観光対策]	上田市の観光対策	上田市には上田城があり、春には上田城千本桜まつりが開催されます。ご当地グルメや特産品も販売され飲食スペースで味わったり持ち帰ったりできます。	2023-12-14
	20	[image: 【上田市の銭湯】②宮桜の湯]	【上田市の銭湯】②宮桜の湯	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。今回は、日の出町（常田3丁目）の「宮桜の湯（みやざくらのゆ）」さんをご紹介します。

宮桜の湯さんは、イオンスタイル上田や信州大学繊維学部の近くにあります。イオンの前の「信大繊維学部入口」交差点から信大正門の方へ進み、道なりに行けば右手に看板が見えてきます。玄関の「わ」の看板と薪のいい香りは営業中の証。ちなみに夏と冬で暖簾が違うんです。水色地に花火の絵柄が牛乳石鹸制作の2005年夏バージョンの暖簾、紺地に図形が描	2023-11-30
	21	[image: 上田のシンボル　上田城]	上田のシンボル　上田城	上田城は真田昌幸が1583年に築城を開始した城である。関ヶ原の戦いで、真田昌幸が敗れたことにより天守は解体されたが、石垣や櫓は今でも現存している。また、明治時代初頭には陸軍の分営が置かれたが、その後払い下げられた。何度も戦いの拠点となり、時代によって様々な利用をしてきた上田城だが、現在では観光地と上田の歴史資料として利用されている。春の桜は見どころで、満開の季節には全国から多くの観光客が訪れる。	2023-11-30
	22	[image: 上田の風景]	上田の風景	長野大学の近くから撮った風景です。
上田市は山が多くて自然豊かな場所です。
春になると桜が、秋になると紅葉が楽しめます。
上田市は、自然に囲まれている魅力あふれる場所です。	2023-11-19
	23	[image: 八木沢駅]	八木沢駅	上田電鉄別所線の八木沢駅です。パステルグリーンの駅舎とハートが描かれたベンチが可愛く、映画やMVのロケ地としても度々使われました。時期によっては桜やコスモス見られます。ベンチに座ってのどかな田んぼと雄大な山々を見ていると、いつもより時間の流れがゆっくりになっているように感じました。	2023-11-01
	24	[image: 【上田市の銭湯】①柳の湯]	【上田市の銭湯】①柳の湯	皆さん、銭湯に入浴したことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。今回は、柳町（中央4丁目）の「柳の湯」さんをご紹介します。

柳の湯は、北国街道柳町の外れにあります。路地を歩いていると、「湯乃柳」と右書きの文字と看板建築が目に入ります。玄関に入りますと、右手が男湯、左手が女湯になっています。木戸を開けてさっそく中に入ってみましょう。
入るとすぐ番台があり、ここで料金を払います。脱衣場で服を脱ぎ、さっそく入浴です。浴室は広く、奥に2つ浴槽があります。両脇にはシャワーとカランがあり、椅	2023-10-27
	25	[image: 上田城跡の桜]	上田城跡の桜	上田城は真田昌幸によって築城された城で、徳川軍の攻撃にもびくともしなかった難攻不落の城です。しかし、その後関ヶ原の戦いで徳川軍が勝利をあげた後、上田城は廃城も同然となってしまいました。その後に、仙石氏により上田城が1620年代に復興され、これがほとんど同じ形のまま今も残っています。上田城跡公園は、そのような歴史を今の視点から見ることができるという点でとても有意義なものです。訪れた時は桜が美しかったですが、城から見える四季折々の自然の移ろいが、戦いに挑む兵士たちを癒やし元気づけたのかなと、昔に想いを馳せました。	2023-10-26
	26	[image: 上田城の春]	上田城の春	桜が綺麗でした。	2023-10-23
	27	[image: 桜つづみ　蛍の里]	桜つづみ　蛍の里	桜や蛍のような自然豊かな環境がある上田。季節の移り変わりを風景で表現するので1年中楽しめるのが見もの。このような自然の素晴らしさを広めたい。	2023-10-23
	28	[image: 夜桜]	夜桜	夜桜を見に行った時の写真です。	2023-10-20
	29	[image: 国宝～鑁阿寺～]	国宝～鑁阿寺～	鑁阿寺（ばんなじ）は、源姓足利氏二代目の足利義兼（あしかがよしかね）が、建久7年（1196年）に、邸内に持仏堂（じぶつどう）を建て、守り本尊として大日如来を祀ったのが始まり。
三代目の足利義氏（あしかがよしうじ）が堂塔伽藍を建立し、足利一門の氏寺とした。
 周囲に土塁と堀をめぐらした寺域はほぼ正方形で、約40,000平方メートルあり、鎌倉時代の武家屋敷の面影がある。
境内には国宝指定の本堂など貴重な建物が多く、大正11年には国の史跡に指定されている。
 春は桜、秋はいちょうの黄葉が素晴らしく、市民には『大日様』と呼ばれ親しまれている。	2023-05-11
	30	[image: 臥竜公園で見た桜]	臥竜公園で見た桜	4月の初めに臥竜公園に桜を見に行きました。
まだ蕾が少しありましたが、今年最初の春を感じられました。
1枚目、2枚目は「シダレザクラ」
枝が垂れた桜で、風に揺れる様子は美しかったです。
３枚目は、「プリンセスミヤビ」
桜の色が濃く鮮やかでとても綺麗でした。	2023-04-27
	31	[image: 間もなく開花]	間もなく開花	桜のつぼみです。	2023-02-05
	32	[image: 恩田緑蔭(おくだりょくいん)]	恩田緑蔭(おくだりょくいん)	文政２年松代生まれ。本名はゆり。桜雲亭緑蔭、桂月由里などとも称した。松代藩絵師の山田島寅や青木雪卿に師事、葛飾北斎や与謝蕪村にも私淑して作品を模写している。花鳥図や松代の風景、藩にゆかりのある人々の肖像を描いた。平成１７年、長野市の水野美術館で「恩田緑蔭展～知られざる信州の元祖女流画家～」が開催された。明治７年、５５歳で死去した。

※図は「写生集壱」

https://yuagariart.com/uag/nagano09/	2023-02-01
	33	[image: 西部地域デジタルマップ　出前講座]	西部地域デジタルマップ　出前講座	9月28日(水)に、塩尻地区で地域活動をする桜づつみホタルの会の皆さんに、西部地域デジタルマップの使い方講座を実施しました。

実施してみて分かったこととして、団体の皆さんのほとんどは高齢者の方ですが、思っていたよりもデジタルマップに興味を持ってくださり、使い方などを理解し身に付けることができると、たくさん活用してくれるのではないかと感じました。活動写真もたくさん持っていたので、これからどんどんデジタルマップを活用してもらえるように、今回のような出前講座をもっと実施し積み重ねていき、デジタルマップを定着させていきたいと思います。	2023-01-24
	34	[image: 塩田平の魅力の発信]	塩田平の魅力の発信	塩田平のちにはため池が点在しており、塩田平の駅を降りるとため池が広がっています。もともとこの土地は塩田３万石といわれる上田藩の穀倉地帯だったのにも関わらず、恵みの雨が少ない地域でした。そのため、古くから人々にとってため池は、支えになっていたのです。そして、この塩田平には長い歴史があります。歴史があるということは、人が生きた物語があるということです。私は、こういったものを上田の地元の人はもちろん、観光客の方にも伝え発信していきたいと考えました。
こういった、地方の魅力を磨き上げ発信していくためには、まず若者の力は必要です。しかし、現在、地方の若者の人口は年々減少し、若者はみんな都心に流出していしまっています。その原因には、地方の地元の魅力をあまり理解できてなく、利便性だけが追	2023-01-23
	35	[image: 上田の魅力と活性化]	上田の魅力と活性化	　単元３を通して、塩田平地域は「信州の鎌倉」と呼ばれ、多くの寺院や文化財、ため池など様々な魅力があることが分かった。しかし、活性化を考えたときに、オシャレや写真映えなどに興味がある若者からすると、現在の塩田平にあまり興味が湧かないと感じた。
　そこで、ため池を活用した花火を打ち上げやイルミネーション、夜桜や紅葉をライトアップすることで若者を呼び込めると考えた。広いため池では、スワンボートのような足漕ぎボートを設置することで、若者だけでなく親子も楽しめると考える。
　また、生島足島神社で祭りを開催したり、マルシェのようなものを開いたりすることで、老若男女問わず楽しめる場所になると考えた。マルシェでは地域の特産品などの宣伝を行うことも可能である。
　以前、「信州上田レイライン線」	2023-01-23
	36	[image: 前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信]	前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信	前半のゼミ活動で行った町歩きを通して上田市について魅力と課題の両方を感じることができた。

まず私がゼミ活動やこれまでの日々で感じた上田市の魅力は以下のものがある。
①分野別で名所が多い
例旅行→別所温泉
　歴史→上田城
　ウィンタースポーツ→菅平
②美味しい食
③学生へのサポートが手厚い
　例町キャン
④自然が豊か

一方で感じた課題は以下の通りだ
①別所線の利用者の少なさ
　原因→本数少ない、運賃高い
　私も悪天候、帰省時以外めったに使わない
②情報が伝わりにくい
　店側、イベント主催側からの発信が少ない
③商店街の元気が無い
　例海野町商店街で若者を見ることが少ない

ここで考えた課題の解決策がイベントの活性化である
例えば別所線をつかってスタンプラリーなどのイベントを行うことで利	2023-01-19
	37	[image: elaboration探求まとめ]	elaboration探求まとめ	上田城と地元の松本城を比較し、松本城が地元の人から愛され誇られているのかを探求した。
前提として、天守閣の有無は割愛させてもらいこの探求テーマを考えた。
上田城と松本城の魅力の比較について主に２つ挙げる。
一つはイベントの豊富さである。
まず、松本城は春夏秋冬でイベントが設けられている。2022年に松本城で行われたイベントを調べていくと
春のイベントは「夜桜会」、「桜並木　光の回廊」をはじめとする5つ。
夏のイベントは「太鼓祭り」、「和服来場者入場無料事業」などの計３つ。
秋では「そば祭り」と「お城祭り」の２つ。
冬は、「冬囲い」、「氷彫フェスティバル」をはじめとする６つ。
四季折々のイベントが合計で16件も催されている。
県外の人だけでなく、地元の我々も訪れる機会が多くそのため、自信をも	2023-01-12
	38	[image: 上田elaboration]	上田elaboration	探求テーマ「上田のシンボルの普及+若年層に対するアプローチ」

私が上田探検隊や自らの目で見てきた上田の魅力は、歴史的な建造物に身近に触れられるという点である。しかしながら、それに気づいている人は限りなく少なく思える。そんな上田市と地元の松本市を比較した時に、松本も上田と似た魅力を持ち合わせている。だが、松本に住んでいると頻繁に歴史に触れたくなる。それはなぜなのか考えた時に、松本城という圧倒的なシンボルの魅力に隠されていると考えた。もちろん天守閣があり、存在感が凄まじいことは大前提として、それだけで、地元の人々が訪れているとは思えない。では、観光客だけでなく地元市民も頻繁に訪れる理由は何か。調べれば一瞬で訳が分かった。それは、多種多様な四季折々のイベントである。春は夜桜会、光	2022-12-21
	39	[image: 上田城]	上田城	真田幸村で有名な上田城。二度にわたる徳川軍を退けた難攻不落の城と呼ばれている。大河ドラマの「真田幸村」や「サマーウォーズ」のモデルとしても知られ、多くのファンから人気の観光スポットにもなっている。春に行ったときは桜が満開で川に移る姿や楽し気な屋台の列が印象的でした。奥に進むと結構大きな神社もあって素敵な場所でした。	2022-12-05
	40	[image: 上田城門]	上田城門	上田といえば、で多くの人からまず最初に出るのが上田城だと思います。こちらは千本桜祭りの様子になります。約1000本の桜が咲き誇り、夜はライトアップされた夜桜が見られます。	2022-12-05
	41	[image: 春の上田城]	春の上田城	千本桜まつりの際の上田城です。
桜が綺麗にライトアップされ幻想的な光景です。	2022-12-05
	42	[image: 小文『プリンス・マツダイラ物語』]	小文『プリンス・マツダイラ物語』	明治５年からアメリカへ留学した最後の上田藩主・松平忠礼と弟の忠厚。その後忠厚は日本へ帰ることなく土木と建築を学びアメリカ人女性と結婚し、エンジニアとして測量器具を発明、大陸各地の橋や鉄道建設に携わる活躍をしながらも肺結核に倒れ、37才の若さでデンバーで亡くなりました。
今では上田の方々にはよく知られた話ですが、2000年上田市立博物館での松平忠厚展を機にした『プリンス・マツダイラ物語』は、2人の留学に随行した山口慎（山口平太郎毅の息子）の孫の金子香代が2004年「文芸せたがや」に書いたものです。ファミリーヒストリーの延長で当時随筆部門の3席でしかなく、批評の通り、練り直しを考えつつもできないまま没しました。そんな母の小文ですが、最近Wikipediaなどから関心を持って下さる方がいるので、この場をお借	2022-12-02
	43	[image: 上塩尻における養蚕業②]	上塩尻における養蚕業②	本来常田製糸場を訪れるつもりだったのですが閉館時間が過ぎてしまい、「手織り上田紬小岩井工房」に向かいました。西上田駅から国道のそばを通り、小道に入った先にありました。遅い時間に訪れたのにも関わらず、ご丁寧に案内してもらい、二階にある機織り機も見学させてもらいました。

上田紬は結城紬（茨城県結城市を中心）と大島紬（鹿児島県奄美大島の奄美市名瀬地区を中心）に並ぶ日本三大紬に選ばれており、丈夫かつしなやかで縦糸と横糸の重なりによって多様な柄や色合いを生み出すのが特徴とされています。


入ってすぐ左側には買い物ができるスペースがとられています。そこで様々な話をお聞きしましたが、中でも小岩井工房の方が考えられたという「りんご染め」の上田紬がとても興味深かったです。りんごの品種と媒染の	2022-11-30
	44	[image: 小岩井紬工房さん]	小岩井紬工房さん	今回、小岩井紬工房さんで工房の見学と上田紬についてお話を伺いました。
小岩井紬工房さんは上田紬の伝統である縞・格子柄のほかに、上田市ならではの信州上田産のりんごの樹皮を用いて染めた林檎染や上田城跡公園の桜で染めた桜染など様々な種類の上田紬が販売されています。
また、着物や帯だけでなく現代のニーズに合わせて上田紬のネクタイやカードケース、ハンドバッグなども販売されています。

工房見学だけでなく、花瓶敷織り体験（所要時間40分・2500円）、『織りの休日倶楽部』など実際に制作を体験することもできます。詳しくは小岩井紬工房HPをチェック！	2022-11-13
	45	[image: 上田城]	上田城	上田市といえば上田城
紅葉が始まっていて綺麗でした。今年は紅葉の始まりが遅かったなと感じます。敷地内は広く日当たり良いところも日をよけれるとこも複数あるので散歩にちょうど良いです。また春は桜が咲き誇りとても綺麗になります。季節を感じることができる素晴らしい場所です。	2022-11-03
	46	[image: 上田探検　まちなか　上田城]	上田探検　まちなか　上田城	ここは上田城です。歴史の偉人、真田幸村を輩出した真田氏の城であり、周囲は散歩コースとなっており、春は桜、秋は紅葉を楽しめる。上田城内は昔使われていた道具が展示されており、当時の上田城を堪能することができる。	2022-10-31
	47	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門]	上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門	天正11年（1583）真田昌幸によって築城された上田城は、第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城。春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、現在は信州上田真田丸大河ドラマ館が併設しており、信州上田の主たる観光地として観光客でにぎわいます。
 https://nagano-ueda.gr.jp/uedajo/about.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　上田城跡に聳え立つ大きな門、この門はなんと、大河ドラマだけでなくサマーウォーズに出てくる門のモデルにもなってるそうです。徳川軍を二度も撃退したなんて、凄く頑丈なことがわかります。歴史的にも、見た目も話題性がとても高い歴史物だと感じました！！	2022-10-26
	48	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田市1の観光スポット。真田昌幸が建て、徳川軍から2度も守った不落城である。春には千本桜まつりが開かれ大勢の人が訪れる。	2022-10-24
	49	[image: 矢出沢川遊歩道]	矢出沢川遊歩道	矢出沢川沿いに長く続く遊歩道。
隣の川には魚や水鳥も泳いでおり、春になると桜が道沿いに咲き、季節の訪れを感じさせてくれます。上田城ほどの量はありませんが、落ち着いた雰囲気を感じ取れます。	2022-10-22
	50	[image: 上田城千本桜まつり]	上田城千本桜まつり	上田市の春の名物、千本桜まつりに行った。
地元の浜松市では見られない山と桜のマッチングに感動した。	2022-10-13
	51	[image: こんにちは]	こんにちは	ただの桜	2022-10-13
	52	[image: 上田城の桜]	上田城の桜	千本桜祭りにて	2022-10-13
	53	[image: 浜松城の桜]	浜松城の桜	地元浜松の名所「浜松城」で咲いていた桜です	2022-10-13
	54	[image: 秋]	秋	2022/10/02

福岡から戻ってきて早一週間。
10月にもなり「秋だなぁ」とか言ってみてーとか思っていた。

神畑公園にキャッチボールをしにいくと秋桜が咲いていた。日の光も相まって非常に良い。
昔、妹が秋桜を「あきざくら」と読んで笑ったことを思い出す。

アパートの裏の木からもたくさんのドングリが落ちてくる。
たまに「コンッ。コココ」と屋根にあたることもある。
当たるたび心の中で「二階の人か？あ、違うドングリか。」と。

身近に秋を感じると、不思議なことに様々な事に秋を感じてしまう。
サウナ上がりの外気浴も。車から見える山も。

四季の中で秋が一番感じにくいと個人的には思っている。

なんだか今年はもっと感じられそう。	2022-10-02
	55	[image: 筑波研究学園都市の年輪]	筑波研究学園都市の年輪	筑波研究学園都市が建設されたのは1970年代からのこと。私が高校生だった1970年代後半はまだ都市全体が造成中でした。それからかれこれ40数年が経過しました。

当時としては都市計画をして形成された稀有な計画都市です。日本の都市計画の威信がかかった都市計画であったともいえます。その後40年も経過すると建物は老朽化し未だにそこに暮らし続けることの厳しさを感じます。多くの公務員宿舎などが廃屋となり、実質的に放置されています。その荒廃は驚くばかりです。

竹園一丁目住宅は現在も使われているアパートです。その入口に古い研究学園都市の周辺地図がありました。1987年に「つくば市」になる以前の「桜村」「谷田部町」の旧町村名で記されています。まるで時が止まったかのように過去の学園都市が眼前に現れたかの印象を受け	2022-07-18
	56	[image: 山家神社]	山家神社	2022.06.09（木）

上田市眞田、山家神社へ。（写真）



山家神社は古くから上田城の守護神として、
歴代上田上藩主から一般民衆に至るまで
深い信仰があったとされている。



鳥居にはおおきな桜の木があり、
とても風情が感じられる。

境内に入ると森に入ったように
自然が周りに広がっており時間の流れをゆっくり感じることができた。（写真）



宮司さんの書いた「白山大権現」（写真）と私の御朱印帳の文字（写真）を見てみるととても字体がよく似ている。

御朱印は去年12月にいただいたもの。

きっと宮司さんが書いてくれたものではないかな、と思った。



現在、アリオ上田店「赤ちゃん本舗」と山家神社はコラボしており宮司直筆の腹帯守りと御朱印のプレゼントを行っている。

お堅いイメージのある神社が
少し	2022-06-10
	57	[image: 上田城付近の桜]	上田城付近の桜	今年の四月にとても綺麗だと聞いて撮ってきた桜です。屋台もあって、人で賑わっていました。	2022-05-10
	58	[image: 小諸市 花川親水公園]	小諸市 花川親水公園	小諸市の旧北国街道付近に流れる川沿いにある公園。桜の木が多く、春は壮観。
新町という地域の三大桜名所のひとつであり、地域住民のコミュニティ活動の場にもなっている。
花川という名前は、名代(伝)が桜という小諸の民話に由来する。朝日がさせばその影が善光寺まで、夕日がさせば碓氷峠までとどき、その花びらが田んぼにたまって苗代の準備ができないほどの桜の大木が花川付近にあった、そこから名付けられたと伝わっている。	2022-05-10
	59	[image: 上田藩士・山口毅（平太郎）]	上田藩士・山口毅（平太郎）	山口毅（つよし、通称:平太郎、号:玄山）1818年（文政元）－1873年（明治6）
山口家は初代権兵衛が1673年（延宝元）に召し出されてより代々上田藩士で、毅は６代目。松平忠礼が藩主を継いだ後、塩崎の旗本松平家へ養子となった弟の忠厚について塩崎知行所代官として仕える。明治維新後は権大参事職。明治２年に忠礼の御婚姻御用掛、明治４年には翌年にアメリカ留学を控えた忠礼と忠厚の御修行御供を命じられたが、病気のため次男の山口慎（別のファイル）に後を託し退職する。明治６年、東京の旧藩邸で死去、56才。	2022-05-10
	60	[image: フォギーな浅間サンライン]	フォギーな浅間サンライン	5/1、軽井沢大賀ホールから上田への帰り道、浅間サンラインに入ると霧が立ち込めてきました。軽井沢町から御代田町、小諸市にかけて。沿道にあるピンクの芝桜も霧に覆われています。周囲の風景は霧にさえぎられて見えません。沿道の樹木がまるで日本画のように朦朧化して印象的な風景でした。小諸を過ぎると次第に霧は解消しました。	2022-05-07
	61	[image: 軽井沢、５月に桜]	軽井沢、５月に桜	ゴールデンウィークにまだ桜が咲いている地域があります。軽井沢町もその一つ。軽井沢は標高1000メートル。上田は標高400メートルです。上田、小諸、軽井沢と標高が高くなるにつれ、例年、桜の満開の時期が１週間ずつずれていくことは経験的に知りました。5/1、軽井沢大賀ホールの桜は葉桜にはなっていますが、まだ咲いています。一段と寒い標高にあることを改めて実感します。	2022-05-07
	62	[image: 写真　山口慎]	写真　山口慎	明治後期の写真。	2022-05-07
	63	[image: 写真　松平忠礼・忠厚兄弟と山口慎]	写真　松平忠礼・忠厚兄弟と山口慎	アメリカ留学中
明治６年ニューヨークにて	2022-05-07
	64	[image: 山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）]	山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）	私の曾祖父・山口慎の『白露日記』（明治22－23年）の現代語訳を今回少し改訂しました。上田藩出身の武士道精神は潔く、故郷の多くの方に知っていただければと思います。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で、明治5年に松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後、東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営みました。明治２２年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』として残します。明治４５年、旧藩主・松平家の財政再建を頼まれ、東京の松平邸に移り住んで私財を投げうつも病いに倒れました。

五味篤氏の『銀嶺のアンデス』、板谷敏彦氏の『小説高橋是清』でも取り上げられた日記です。	2023-05-20
	65	[image: 山口慎『白露日記』原本]	山口慎『白露日記』原本	激動の明治時代を生きた上田出身の私の曾祖父・山口慎について上田の方々に知っていただけたらと思い投稿します。別ファイルに現代語訳があります。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で明治5年松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後は東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営む。明治22年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』に残す。明治４５年には松平家から財政再建を頼まれて、東京の松平邸に移り住み私財を投げ打つが病いに倒れた。	2022-05-07
	66	[image: 地元の食文化]	地元の食文化	　私が今回焦点を当てたテーマは、佐久市で食されている、鯉や鮒といった県外では食用として馴染みが少ない食材に焦点を当てました。

　佐久鯉の歴史は古く、江戸時代、天明元年に佐久桜井村の臼田丹右衛門が、「大阪淀川産」から親鯉数尾を佐久に持ち帰り飼育したことが始まりとされています。交通網が発達していない時代、内陸県の佐久市において、鯉は貴重なたんぱく源であり、当時から人々が集まるような大きな席では必ずと言っていいほど並んでいたほどなので、当時の時点でかなり浸透していたと考えられます。
　鯉自体、他の魚の中でも群を抜くほど栄養素が高くも中国では古来から「薬用魚」と言われており、重宝されていたそうです。
　そして鯉や鮒が佐久市に根付いた他の理由として佐久市は当時主流であった二毛作が難し	2022-02-08
	67	[image: 地域探検まとめ]	地域探検まとめ	地域探検として、地元上伊那を探検しました。
桜の名所やグルメなど、自分自身これをきっかけに地元の良さを知ることができました。
飲食店では地元ならではのあたたかさを感じることができたと思います。	2021-07-26
	68	[image: りんごの花]	りんごの花	５月。
再び長沼地区を訪れるとりんごの花が咲いていました。

りんごの花は種類によって桃色や白など異なりますが、桜のように複数の花弁がまとまって咲くのが特徴的です。	2021-07-26
	69	[image: 上田城跡公園　さくら]	上田城跡公園　さくら	2021年の桜です。
ライトアップされており、とても綺麗です。	2021-05-06
	70	[image: 日和山公園]	日和山公園	日本海に夕日が沈む様子を日和山公園から撮影した写真。
日和山公園は桜の名所でもある。
園内に、木造六角灯台や方角石、千国船などがあり、港町の風情を感じることができる。六角灯台越しには酒田港や最上川河口を一望でき、日本海に沈む夕陽を観ることができる。	2021-05-05
	71	[image: 古民家カフェ69]	古民家カフェ69	普段は予約の和食屋である旬彩 桜で、予約がない日に営業されている古民家カフェ。
オムライス、パスタ、デザートなどがリーズナブルな価格で提供されている。和室などの古民家ならではの雰囲気を楽しむことができる。	2021-05-05
	72	[image: 松本城]	松本城	松本市で代表的な観光名所であり、また国宝でもある松本城。写真は一年でも特に人気な桜の咲く季節にとられたもの。夜になるとライトアップされた夜桜と天守閣が楽しめる。	2021-05-05
	73	[image: 上田城の夜桜]	上田城の夜桜	上田城跡にある桜並木の桜です。自分が訪れた時間帯が遅かったため、ライトアップが終わっていましたが、城内の電灯で桜が見えたのでラッキーでした。とても綺麗な桜でした。	2021-05-05
	74	[image: 懐古園]	懐古園	小諸市といえば、懐古園。と言うほど小諸市の有名な場所の一つである懐古園。小諸城跡にある公園で、懐古園の中には島崎藤村記念館や児童遊園地などもある。今回訪れた際も観光客が多数おり、小諸市を体感できる場所であると身をもって感じた。行ったことない方は是非1度足を運んでみて欲しいと思う。	2021-05-05
	75	[image: 太郎山神社]	太郎山神社	太郎山神社は登山道の山頂付近にある神社です。
本殿は明治6年に再建され、平成元年には上田市指定有形文化財に指定されています。
神社の側には休憩所があり、そこから上田市を眺めることが出来ます。	2021-05-05
	76	[image: おみくじと桜]	おみくじと桜	眞田神社で撮影したおみくじ結び所の写真。背景の桜も相まって非常に印象的な写真である。	2021-05-05
	77	[image: 夜の眞田神社と夜桜]	夜の眞田神社と夜桜	夜の眞田神社で撮影した夜桜の写真。参道に覆いかぶさるように開花している桜がきれいで印象的。	2021-05-05
	78	[image: 岩国の象徴・錦帯橋]	岩国の象徴・錦帯橋	こちらは山口県岩国市の象徴である「錦帯橋」です。
日本三大名橋のひとつです。
今はただの橋になってしまいましたが、昔は岩国城に敵が攻め込もうとした際に道をふさげるように、板を一本抜くとすべて崩れるようになっていたそうです。	2021-05-05
	79	[image: 上田城　夜桜]	上田城　夜桜	ちょっと前の写真だが夜に桜はとても映える。
写真スポットとしても抜群である。	2021-05-05
	80	[image: 高田城址公園観桜会]	高田城址公園観桜会	高田城址公園は高田城の城跡公園です。明治42年、在郷軍人会が第13師団の入城を祝い、城跡に2200本の桜を植えたのが観桜会の前身と言われています。
また、日本三大夜桜と呼ばれており、お城と桜のコラボレーションが見られたり、桜ロードを楽しむことができます。現在では約4000本の桜があり、ほとんどがソメイヨシノです。昼間に見る桜もきれいですが、おすすめはライトアップされた夜桜です。	2021-05-04
	81	[image: 臥竜公園]	臥竜公園	須坂駅から東の方向へ登っていくと臥竜公園はある。
ご存知の通り桜の名所に選ばれるほど、春には多くの桜が咲く。
公園内には動物園もあることから家族連れで賑わい、須坂市の観光スポットとなっており、春にかかわらず年中楽しめる場所である。
写真の滝は公園内にあり、どうやらパラースポットのようだ。	2021-05-04
	82	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田城は、徳川の大軍を2度にわたって退け、日本全国に名を馳せた真田昌幸の居城です。
現在は城跡公園として整備され、上田市の観光拠点になっています。	2021-05-03
	83	[image: 超誓寺]	超誓寺	浄土教のお寺。小さなお寺。春は桜がきれい。	2021-05-03
	84	[image: 潤井川]	潤井川	静岡県にある富士宮市及び富士市を流れる川。桜並木と富士山をセットとした景勝地としても知られ、「潤井川桜並木」の地点名（富士宮市）で環境省公開の「富士山がある風景100選」に選定されています。小さい頃よくこの川にいるカモに餌をあげていました。懐かしいです。	2021-05-03
	85	[image: 上田城]	上田城	上田の観光といえば多くの人からの口からこの場所が出てくるでしょう。真田丸によってひときわ有名になったこの場所ですがいまではコロナの影響もありさみしい限りです。このさきではまださらに上田城をたくさんの人で集めることは出来ると思います。公園で行うイベントは千本桜祭くらいです。もっと公園や城跡全体を使ってイベントをやることは不可能なのでしょうか。もちろん歴史を知ることや興味をもつことも大切ですが多くの人に訪れてもらうことが一番だと感じました。	2020-11-05
	86	[image: 上田駅　別所線]	上田駅　別所線	別所線は上田市にあるローカル線で上田駅から別所温泉駅を繋いでいます。現在は上田駅～城下駅間が利用できないので奥のホームには行けませんでした。
改札前は上田市を舞台にしたアニメ映画のサマーウォーズのパネルが飾ってありました。県外から来た人がサマーウォーズの舞台が上田市であると一目でわかると思いました。
そして、上田市の花が桜だと知りました。ふと足元をみたらイラストがあり、小さな発見でした。桜のほかにも上田の魅力を伝えるタイルなどがあっても面白いと思いました。	2020-11-03
	87	[image: 上田城]	上田城	上田市に引っ越して間もない5月に上田城を訪れました。
上田城は真田幸村の父、真田昌幸によって築城され、徳川氏の軍勢を2度にわたって撃退したことで有名です。巨大な堀、城への入口の狭さなどの敵軍を寄せ付けない様々な工夫から、築城能力の高さがうかがえます。
私が上田城を訪れた時は春でしたので、木々には緑の葉が生い茂り、共に見る上田城はとても美しかったです。桜や紅葉の時期に行けばまた違った美しさがあると思うので、ぜひまた行きたいと思いました。	2020-10-04
	88	[image: 桜]	桜	上田城の広場に咲いていた桜	2020-10-01
	89	[image: 上田市シティプロモーション映像・長野大生編2020]	上田市シティプロモーション映像・長野大生編2020	デジタル映像表現⑭2020/07/23まとめの記録（前川道博＠長野大学）
学生目線と感性で上田市シティプロモーション映像「ようこそ上田」を制作。教員の学生との一種の講評的対話。構えてもいいものは作れないはず。みんなが楽しんでいるのだけれど極意はその辺にあるのかな？　コロナ禍のため上田以外の地元をＰＲした映像もあります。

＜担当教員との講評的対談＞


＜学生によるセレクション＞
シティプロモーション映像は２ラウンド制作しました。第１集は１ラウンド目の制作、第２集は２ラウンド目の制作。学生による投票数の多かった第１位～第３位を学生の評価コメントを添えて紹介します。
1 	2020-07-31
	90	[image: 別所線沿線調査・神畑]	別所線沿線調査・神畑	今回は神畑駅。

なんと木のトンネルがありました。

スロット店の横の坂道を上った先右側に急に現れます。

南下住宅街だなあと歩いていてふと右をみたら別世界でした。

今は新緑の季節だったのでグリーンのトンネルでしたが、桜の木みたいなので、春はピンクのトンネルになるようです。

ちなみにこのトンネルを抜けると左に坂道があり、ちょっとした山登りレベルの道を上った先に、蚕関連の祠のようなものがありました。

結構上ったので木々の中からの景色も意外といい感じでした。

木のトンネルはフォトジェニックなので写真を撮りに行ってみるのもいいかも。	2020-07-26
	91	[image: 上田城]	上田城	上田に住んで早2年、初めて上田城跡公園に訪れることになりました。

自然豊かな感じで周りにグリーンロード的な草木に囲まれた道があったのでそこから歩いてみました。

季節的にアジサイがとってもきれいで、雨が降った直後だったので雨のにおいもいい感じでした。

他にも桜やイチョウ、モミジの木もあったので季節ごとに違った姿を見ることができそうです。

その道の先は公園につながっていました。

公園は広々していて、地元の学生や親子連れがたくさん集まって遊んでいました。
地元民の憩いの場なんでしょうね。

城跡なのでお城はありませんが、自然の中をゆったりお散歩したいときにちょうどいい場所です。

自然を感じたい、自然に癒されたい人は、来てみる価値があります。	2020-07-26
	92	[image: 菱平農事実行組合　共有土地維持略歴]	菱平農事実行組合　共有土地維持略歴	菱野区の旧公民館に掲げられていた共有土地維持略歴
　・明治維新により地域の共有林が国有林に編入されたこと、
　・図面作成の請負手となった区民が請負人の立場ではあったが、村民の利益を失うことに異を唱えたこと、
　・国の官吏との折衝に苦労してほぼ主張が認められたこと、
　・菱野区後平区の名義で登記できず、六人の共有名義としたこと、
　・1932年（昭和7）産業組合法が改正され昭和8年農事実行組合が組織されるに当たり、その名義としたこと、
　・菱野公会堂（旧公民館）新築に当たり、共有林からの材木を使ったこと、
　・将来に向かって愛郷の念が益々高まることを祈っていること

　がわかる。



菱平農事実行組合

　　　共有土地維持略歴
大里村大字菱平字宇坪入　一四六八番イ号
　　　　　　　　　　　　　	2020-07-26
	93	[image: 真田山種月院長谷寺]	真田山種月院長谷寺	曹洞宗の寺院
長野県上田市真田町長4646番地

真田幸隆と真田昌幸の墓があります。

2016年のNHK大河ドラマ「真田丸」の頃に道路や駐車場など整備され、行きやすくなりました。

春にはしだれ桜が見事です。
今（7月）は、紫陽花の季節です。

本堂の扉が閉まっているので、自分で開けて参拝します。本堂に上がってお参りできます。
終わったら必ず閉めます。山のお寺なので、野鳥や動物が入ってしまうそうです。

写経を奉納し、御朱印をいただきました。	2020-07-24
	94	[image: 前山寺]	前山寺	拝観料がかかるので私はじっくりと見ることができませんでしたが、木造茅葺き屋根の本堂と国重要文化財の三重塔があります。花の寺といわれ、桜・藤・紫陽花・イチョウなど、季節によって違った花を楽しむことができます。古い松やケヤキの大木が並ぶ参道では、木漏れ日や抜けていく風が心地よかったです。石段や石垣、大木などにみられる苔の様子に惹かれました。	2020-07-22
	95	[image: ようこそ上田　美味だれ焼き鳥]	ようこそ上田　美味だれ焼き鳥	

上田へようこそ！
長野県上田市のご当地グルメ”美味だれ焼き鳥”を御存じですか？
タレに特徴がある焼き鳥。肉とタレの饗宴！
手羽先番長とりDining SEASON店長小林誠さんに直撃インタビュー！

あなたも美味だれ焼き鳥、食べてみませんか！？

上田城千本桜まつりにて
（制作：マクティ〔長野大学映像サークル〕　2014年4月）	2020-07-09
	96	[image: 信州国際音楽村・遊歩道]	信州国際音楽村・遊歩道	信州国際音楽村では、音楽と芸術をひとつのきっかけに、豊かな心を心を育む交流の場所・社会教育施設として整備がすすめられ、昭和61年から平成4年にかけて、音楽や花づくりを通じて地域交流と文化振興が図られてきました。季節によって、梅、桜、水仙、ラベンダー、バラなどの景色を見ることができるようです。ぜひ季節ごと足を運びたい場所です。緑に囲まれた遊歩道を歩いていると、木漏れ日や鳥の鳴き声が心地よかったです。犬の散歩をしている方や、家族で散歩をしている姿が多く見られました。自然の空気を感じ、心も癒されるので、森林浴にもぴったりです。	2020-06-24
	97	[image: 「あじさい広場」にバリアフリーの散歩道とベンチを！]	「あじさい広場」にバリアフリーの散歩道とベンチを！	「あじさい広場」にバリアフリーの散歩道とベンチを設置するために、市内の公園を調べて歩くことにしました。　市内最初の公園探索は、大急ぎ1時間で回った上田城址公園です。　桜の季節や紅葉の季節にはよく来ましたが、テーマを持って回るのはこれが初めてです。　公園とは特に目的もなく、あちこち見ながらゆっくり歩く場所と思っていましたが、今回はちょっと違った目線で歩いてきました。　最初の一歩は上田城址公園から始めました。上田城址公園北観光駐車場からは広くて平らな舗装された道路で、車椅子でも楽に入園することができます。　真田神社境内の石畳はきれいですが、老人が車椅子で通った場合はガタガタと身体に響くようです。　花木園の中は舗装はされていませんが、車椅子でも大丈夫そうです。あじさい広場もこんな感	2020-06-20
	98	[image: 夜桜]	夜桜	こちらは上田城の桜です。(撮影したのは2019年春)

2020年はコロナウイルスの影響で中止になりましたが、上田城での「千本桜まつり」で今年も見たかったです。

ライトアップされた桜もまた一興ですね。	2020-06-08
	99	[image: 上田城趾公園]	上田城趾公園	ここは上田城。

戦国時代に真田家が本拠地とした城であり、現在では天守閣のない城跡となっています。

美しい桜やライトアップなど、上田の観光名所の一つでもあります。	2020-06-01
	100	[image: 上田城の夜桜]	上田城の夜桜	四月上旬に撮った写真です。
水面に桜が映ってまるで鏡みたいですよね。
満開前でしたがとても綺麗でした！	2020-05-31
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